
 

 

 

 

 

 

平成 27年度 

川崎市立中学校 

学習状況調査 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 １ 



◎ 本年度の変更 

１．調査目的の変更 

○平成 26年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

○平成 27年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．解答用紙の変更 

 

  知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題に分けたことにより、解答

用紙を右のように変更しました。 

○平成 26年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

得点の合計 

採点基準により、得点を記入 



 

 

 

 

○平成 27年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答数の合計 

網掛けは、思考・判断・

表現に関する問題 

正答基準の解答類型により○を付ける 

Ａ：正答 

Ｂ：図がかけているが、説明がかけてい

ない 

Ｃ：対角線を適当にかいている 



 

３．個人票の変更 

   

  知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題に分けたことにより、個人

票を右のように変更しました。 

○平成 26年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

   

 

 

○平成 27年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知技」「思判表」の欄を設定 

平均正答率による分析として、

自分の正答率と川崎市平均正答

率を知識・技能と思考・判断・表

現ごとに示す 



４．小問別問題内容と結果正答率の変更 

   

  知識・技能に関する問題と思考・判断・表現に関する問題に分けたことにより、小問

別問題内容と結果正答率を右のように変更しました。 

〇平成 26年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

〇平成 27年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能に関する問題と思考力・

判断力・表現力に関する問題の 

区別を◎で示す 

「知技」「思判表」の欄を設定 

知識・技能と思考・判断・表現の

川崎市の平均正答率を示す 



５．自己分析カードの作成 

   

  １，３年生が、自分の解答状況を見ながら、設問ごとに分析し、学習状況を振り返る

ために自己分析カードを作成しました。（１，３年の国語、社会、数学、理科、英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年中学校

氏名

/15

/22

自己分析カード

●詩の読解ができるか。

・内容が読み取れるか。

・詩中の語句の使い方について理解できるか。

・表現上の特色が理解できるか。

●毛筆・硬筆における楷書の書き方を理解しているか。

・筆順のきまりについて、行の整え方について理解できるか

●文学的文章の読解ができるか。

・内容が読み取れるか。

・文章中の語句の使い方について理解できるか。

・表現上の特色が理解できるか。

●説明的文章の理解ができるか。

・内容の理解、把握ができるか。

・段落相互の関係が理解できるか。

平成２７年度　川崎市学習診断テスト 国語　1年

組 番

合計

テストの振り返り（自己分析）

/33 /10 /43

キ /1
知技 思判表

オ

カ

説明的文章の読
み取り

イ /1
ウ

オ

カ

/1

問六

ア /1

/4

エ

問五

イ

ウ

ア

キ

ク

/5

エ

詩の読み取り

イ

ウ

エ

/2

文学的文章の読

み取り

問四

ア

/3

問三
ア

/2

/4

オⅠ

オⅡ

オⅢ

言葉に関する知
識

エ ・言葉の単位が理解できるか。

オ ・同じ読みで意味の異なる漢字が理解できるか。

書写に関する知
識イ

イ-5

ウ ・漢字の部首が理解できるか。

●言語事項に関する基礎的な知識が身に付いているか。

・既習の漢字について読字、書字ができるか。

ア-4

問一

ア-1

/5

漢字の書き

イ-2

イ-3

イ-4

ア-5

イ-1

漢字の読み

ア-2

ア-3

問二

ア-1

/13

聞き取り（意見発

表）

/6

ア‐4

イ

●新聞記事に対する意見発表を聞き取ることができるか。

・内容の理解、把握ができるか。

・発表の工夫を理解することができるか

ア‐2

ア‐3

ウ /1

大問 小問 出題のねらい
正→○
誤→×

知識
技能

思考
判断
表現

問題内容
内容別
合計

知識・技能に関する問題 

の正答数を記入 

思考・判断・表現に関する

問題の正答数を記入 
問題内容ごとに正答数を

記入 

正答数の合計を記入 

自己分析カードから見えてくる成果と課題につい

て記入 

知識・技能と思考・判断・

表現の正答数を記入 



６．各教科の平均正答率の示し方 

  

 平均正答率（％）を「知識・技能」と「思考・判断・表現」に分けて示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科名

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

英　　語

国　　語

社　　会

数　　学

理　　科

英　　語

○全設問の正答率

教科名

平成２５年度

67.6

52.8

59.5

53.1

53.3

平成２７年度

知識・技能

○問題ごとの正答率

52.8

平成２６年度

64.8

59.4

55.2

52.1

52.1

平成２７年度

63.6

57.6

53.3

55.0

45.2

思考・判断・表現

61.2

57.6

57.6

55.3

58.8

69.0

57.7

48.8

55.0



 

 

◎ 出題の仕方を変えた問題 

１．国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学的文章 内容の理解に関する問題 

エ 

―
線
Ｄ
「
眉
を
寄
せ
て
天
井
を
じ
っ
と
に
ら
ん
で

い
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、
由
真
と
か
な
え
の

話
を
聞
い
て
、
は
る
香
の
表
情
が
変
化
し
ま
す
。
そ
れ

が
わ
か
る
表
現
を
文
章
中
か
ら
九
字
で
探
し
、
は
じ
め

の
三
字
を
書
き
な
さ
い
。 

は
る
香
の
表
情
の
変
化
が
わ
か
る
表
現
を
文
章

中
か
ら
的
確
に
抜
き
出
し
て
書
く
。 

正
答 

か
す
か 

正
答
率 

68
％ 

無
答
率
６
％ 

は
る
香
の
表
情
の
変
化
が
わ
か
る
表
現
を
文
章

中
か
ら
九
字
で
探
し
、
は
じ
め
の
三
字
を
書
く

問
題
で
あ
る
。 

 

平
成
27
年
度 

問
四 

オ 

  

 
 

 

＊
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
な
が
ら
考
え
て
書
く
。 

  

オ
「
そ
ん
な
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、「
そ
ん
な
こ
と
」
が
指
し

示
す
内
容
を
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
説
明
し
な
さ
い
。
た
だ

し
、
次
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
書
き
な
さ
い
。 

  

「
そ
ん
な
こ
と
」
の
内
容
を
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て

説
明
し
、【
条
件
】
を
満
た
し
て
書
く
。 

正
答 

「
亜
矢
が
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
風
子
に
推
薦
さ
れ
た 

こ
と
。」 

正
答
率 

54
％ 

無
答
率 

12
％ 

「
そ
ん
な
こ
と
」
が
指
し
示
す
内
容
を
【
条
件
】
を

満
た
し
て
記
述
す
る
形
式
の
問
題
で
あ
る
。 

。 

【観点】 

場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容の理解に役立てている。（読む能力） 

 
 
 

 
＊
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
の
ま
ま
書
く
。 

平
成
26
年
度 

問
四 

 

エ 

 

【
条
件
】 

１ 

書
き
終
わ
り
は
「
こ
と
」。
と
し
、
一
文
と
な
る
よ
う
に
書

く
こ
と
。 

２ 

書
き
終
わ
り
の
言
葉
を
除
き
、
十
字
以
上
、
二
十
字
以
内

で
書
く
こ
と
。 

３ 

読
点
（
、）
も
一
字
と
数
え
る
こ
と
。 

 



２．社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度 問６（ウ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観点】 

オーストラリアの貿易について、資料から正しく読み取り、既習の知識と関連付けて正しく判断している。

（思考・判断・表現） 

平成 26年度 問６（オ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観点】 

南アメリカ州の輸出品について正しく資料を読み取っている。（資料活用の技能） 

世界の諸地域の貿易に関する問題 

ブラジル、チリ、アルゼ

ンチンの 1970年と 2009

年の総輸出額と輸出品

の割合の変化を正しく

読み取り、そこからわか

る事実に基づいて正し

い選択肢を選ぶ。 

正答③ 

正答率（％）71 

 

資料を読み取り、そこか

らわかる事実に基づいて

正しい選択肢を選ぶ 

オーストラリアの貿易相手国の変化をグラフから読み取る。また、オースト

ラリアは、戦後はヨーロッパの国々との結びつきが強かったが、近年はアジ

アとの結びつきが強くなってきていることや、以前イギリスの植民地であっ

たことなどの既習事項を関連付けて考え判断し、正しい選択肢を選ぶ。 

正答① 正答率（％）60 

資料を読み取り、そこ

からわかる事実と既習

事項を関連付けて考え

判断し、正しい選択肢

を選ぶ 



 

 

３．数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多角形の角の性質に関する問題 

平成 26年度 問７② 

下の図のように正五角形と三角形が重なっています。 

このとき、∠ x の大きさを求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

                    【観点】 

多角形の内角や外角の性質を利用して、角を求め

ることができる。（数学的な技能） 

 

 

 

 

正五角形の一つの内角の大きさが 

108°であることを使って、角の大

きさを求める。 

正答 91° 正答率 44％   

平成 27年度 問８② 

五角形の内角の和は 540°です。その求め方をア、イの２つの考え方で、下のような表に 

まとめています。イの求め方は 180°×５－360°＝540°という式です。このとき、イの考え

方を図と言葉を使って説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【観点】 

多角形の内角の性質について、 

図や言葉を使って説明することができる。 

（数学的な見方や考え方） 

アの方法を参考に、イの方

法について、式を読み、図

と言葉を使って説明する。 

正答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答率 37％ 

 



 

 

４．理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唾液のはたらきを調べる実験に関する問題 

平成 26年度 問 13 a 

図で唾液のかわりに水を入れた試験管Ｂをつくるのはなぜですか。また、40℃のお湯に

入れるのはなぜですか。これらの理由として正しいものの組み合わせを、次の①～④か

ら 1つ選びなさい。 

平成 27年度 問 13ｂ 

川崎さんは《考察》をもとに、《方法》の一部を変えて再実験を行いました。このとき、ど

の部分の操作を変えたと考えられますか。《方法》の下線部①～④から１つ選び、その番号

を答えなさい。また、その操作をどのように変えたらよいかを書きなさい。 

授業で扱う実験なので、唾

液によるデンプンの分解

が活発になる温度を知っ

ていれば正解できる。 

正答② 正答率 71％ 

結果 ヨウ素溶液 ベネジクト溶液 

デンプン+唾液 変化なし   赤褐色に変化  

デンプン+水 青紫色に変化 変化なし 

   

結果 ヨウ素溶液 ベネジクト溶液 

デンプン+唾液 青紫色に変化 変化なし  

デンプン+水 青紫色に変化 変化なし 

 

平成 27年度  

不適切な 80℃で実験 

 

平成 26年度  

適切な 40℃で実験 

ビーカー内のお湯の温度 

《考察》 

結果に変化が見られなかったため、実験方法に問題が

あったことが考えられる。調べてみると、唾液は人の

体温に近い温度でなければうまくはたらかないこと

がわかったので、方法を変えて再実験を行いたい。 

《方法》 

試験管Ａ、Ｂに 1％のデンプンのりを 10 ㎤用意しＡ

にはうすめた①唾液を２㎤、Ｂには②水を２㎤をそれ

ぞれ加え、③約 80℃の湯に④５分間入れた。 

【観点】 

消化酵素がはたらく温度を理解しているか。（実験・観察の技能） 

【観点】 

考察をもとに実験操作の問題点を見出し修正できるか。（科学的な思考・表現） 

実験失敗の原因を振り振り、

《考察》と結びつけて考え、

実験操作の 80℃に原因があっ

たと判断し、その操作の改善

方法を記述する。 

正答 ③  

人の体温に近い 40℃にかえる  

正答率 50％ 

図 



５．英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度 問９ 

あなたは英語の授業で「自分の好きなこと」についてスピーチすることになりました。あなたの好き

なことを１つ    の中に書き、そのことについて３つ以上の英文で書きなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

英作文問題 

平成 25年度 問９ 

次の英文はサクラが英語の時間に「私の大切なもの」というテーマで発表した原稿です。 

日本語のメモを参考にして、①から④の（   ）にふさわしい表現を２語以上で書き、英文を完成さ

せなさい。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

スピーチ場面の英文の中で、内容に応じた重

要な文法事項や慣用表現を用いた英語を正確

に表現する。 

 

正答 ① doesn’t have  ② to get 

      ③ is good at     ④ gift from her 

 

平均正答率 39％  平均無答率 16％ 

【観点】 

与えられた条件を満たすよう、内容に合うよう

に必要な表現を正しく書くことができる。 

（外国語表現の能力） 

【観点】 

与えられた条件を満たすよう、ねらいに沿ってつながりのある文章

を正しく書くことができる。（外国語表現の能力） 

「自分の好きなこと」を題材

に、スピーチの場面を設定し、

自分の伝えたいことを英語で表

現する。 

 

正答例 baseball 

I like baseball.  I practice 

baseball every day.  I want 

to be a good player. 

 

正答率 24％  無答率 17％ 

 



◎ 生活や学習についてのアンケートについて 

１．授業に対する好感度、理解度、有用感について 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業の好感度（「すき」「どちらかといえばすきだ」を合わせた割合）が最も高いのは「社会」

の 63.5％で、以下「国語」（59.4％）、「理科」（58.6％）、「英語」（58.2％）、「数学」

（56.3％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の好感度の平均は、「国語」は 60.9％、「社会」は 58.0％、「数学」は

55.1％、「理科」は 58.2％、「英語」は 56.4％である。「好き」「どちらかといえば好き」と回

答した児童は、国語２69.3%、社会 63.2%、算数 69.8%、理科 86.5%、総合 82.4%である。平成

24 年度と比較すると総合で 3.1 ポイントが高くなっている。 理科については、 理科支援員の

配置事業を通して実験や観察を大切にした授業が進められた成果と考える。科については、理科

支援員の配置事業などを通して実験や観察を大切にした授業が進められたことが考えられ
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〇授業の理解度（「わかる」と「どちらかといえば、わかる」を合わせた割合）が最も高いのは「国

語」で 80.4％、以下、「社会」（76.5％）、「数学」（72.3％）、「理科」（72.3％）、「英語」

（69.5％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の理解度平均は、「国語」は 82.2％、「社会」は 72.5％、「数学」は

71.5％、「理科」は 71.4％、「英語」は 67.4％である。「好 
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今後ともそれぞれの教科において、学習のねらいを明確にした授業、できるようになりたいと

いう生徒の学ぶ意欲を大切にしながら、きめ細やかな分かる授業づくりを進めていく必要があ

る。  
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〇学習に対する有用感（「役に立つ」と「どちらかといえば、役に立つ」を合わせた割合）が最も

高いのは「国語」の 86.0％で、以下「英語」（78.7％）、「数学」（77.9％）、「社会」

（59.8％）、「理科」（55.2％）となっている。 

〇過去３年間の各教科の有用感の平均は、「国語」は 85.9％、「社会」は 57.3％、「数学」は

77.8％、「理科」は 53.8％、「英語」は 76.9％である。「好き」「どちらかといえば好き」と回

答した児童は、国語２69.3%、社会 63.2%、算数 69.8%、理科 86.5%、総合 82.4%である。平成

24 年度と比較すると総合で 3.1 ポイントが高くなっている。 理科については、 理科支援員の

配置事業を通して実験や観察を大切にした授業が進められた成果と考える。科については、理科

支援員の配置事業などを通して実験や観察を大切にした授業が進められたことが考えられ

る。                    

 67.8 67.8  



 

２．家庭生活の実態について 
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「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間テレビゲームをし

ますか。」では、「１時間以上」

と回答した生徒は 59.2%、「３時

間以上」22.2%である。 

 

 

 

 

  

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、テレビやビデ

オ・ＤＶＤを見たり聞いたりしま

すか。」では、「１時間以上」と

回答した生徒は、75.4%、「３時

間以上」23.5%である。 

 
「携帯電話やスマートフォンの

使い方について、家の人と約束し

たことを守っていますか。」で

は、「きちんと守っている」「だ

いたい守っている」と回答した生

徒は、64.7%である。また、「携

帯電話やスマートフォンを持って

いない」と回答した生徒は、

12.1%である。 

 

「学校がある日、１日当たりど

れくらいの時間、携帯電話やスマ

ートフォンで通話やメール、イン

ターネットをしますか。」では、

「１時間以上」と回答した生徒は

53.0％、「３時間以上」19.4％で

ある。 

 

携帯電話やスマートフォンの所有率が高くなったことが影響し、３時間以上使用している生徒の割合

が２割近くを占めている。家庭学習の充実が求められていることから、ゲームをする時間や携帯電話等

の使い方については、家庭で約束事を決め、守るよう働きかけ、経年での変化や全国調査との関係を

見ていく必要がある。 



 

３．自尊意識・将来に関する意識などについて 
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「自分には、よいところがあ

ると思いますか。」では、「あ

てはまる」「どちらかといえ

ば、あてはまる」と回答した生

徒は、65.1％である。 

 「難しいことでも、失敗を恐れ

ないで挑戦していますか。」で

は、「あてはまる」「どちらかと

いえば、あてはまる」と回答した

生徒が 65.7％である。 

   
「将来の夢や希望を持っていま

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 68.6％で

ある。 

「自分の住んでいる町がすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 85.1％、

昨年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した生徒が 10.2ポイ

ント高くなっている。 

 
「友達と協力しながら、活動し

たり勉強したりすることはすきで

すか。」では、「あてはまる」

「どちらかといえば、あてはま

る」と回答した生徒が 85.9％、

昨年度と比較すると、「あてはま

る」と回答した生徒が 9.0ポイン

ト高くなっている。 

 

 

 

自分の町を愛する気持ちや、他者と協力して活動することは、かわさき教育プランにおいても

大切にしているところであり、今後とも学校では、これらのことを意識した教育活動を進めてい

くことが大切である。 
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